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２月３日（日）市長を 

明石市議会自民党幹事長が自身の会社不祥事で議員辞職  
正副議長経験者で５期の千住啓介議員 水道工事不正で神戸市が処分  

今年１月までは明石市議会の最大会派だった自民党幹事長として実権をふるってきた千住啓介議員が 7

月 16 日付けで議員辞職願を提出し、議長は即日受理した。議会からは「一身上の都合」としか説明され

ていないが、同議員が社長を務める水道工事会社の不正工事を行っていたことが判明し、７月 7日に神戸

市が指定登録業者の取り消し処分を発表したことが発端のようだ。翌 8 日には自民党会派が幹事長辞任と

会派離脱を勧告し、同議員は即日一人会派の立ち上げを届け出たが、1 週間後には辞職した。 

この間、市議会内では同議員の問責決議や政治倫理審査会の招集なども議論されていたが、議会の公式

機関では俎上に上がらず、市民に対する説明もないまま議員名簿から消えた。 

明石市でも上下水道工事の指定業者に登録 上下水道局長に実態解明と公表を市民団体が申し入れ 
千住議員が代表者を務める上下水道工事会社は明石市の上下水道局でも「指定登録業者」になってお

り、神戸市が発表した不正工事が明石市でも行われている可能性もあるが、神戸市が処分を発表してから

１か月を経た現在も明石市の実態は公表されていない。神戸市と異なり明石市の場合は現職の有力議員が

代表者になっている業者だけに、利益相反の関係や現職議員が市の取引関係になることを厳しく規制して

いる条例、規則や政治倫理条例違反の疑いも生じかねない。 

こうした状況に対して市民自治あかしはいち早く同 21 日、明石市上下水道局長である東俊夫・公営企

業管理者に面会し「水道事業だけではなくこの業者が事業範囲としているあらゆる事業分野について速や

かに徹底的な調査を行い、公表するべきである。まずは、当該業者が市とどのような関係にあったのか、

取り扱った事業の件数や不正な工事の有無等について速やかに公表することを求める。また、議会で有力

な役割を果たしている現職議員の会社が、なぜ長年にわたって水道局の指定登録業者を続けられたのかに

ついても実態を明らかにすること」を文書で求めた。 

議員辞職問題で事実解明と説明責任果たせ 
市民オンブズあかし等が議長に面談し申し入れ 

有力議員が突然辞職し議長が即日受理した事件で、当該議員を

はじめ幹事長として所属していた自民党会派、辞職願を議長が即

日受理して市民への説明を全く怠っていることについて、市民オ

ンブズあかし準備会と市民自治あかしは 7 月 31 日、寺井吉広議

長に 4 名が面会し「議会と議員への市民の信頼を大きく損なって

いる。速やかに公式会議を開催して辞職の発端になった事実の解

明や市民への説明責任を果たす」ことを文書で申し入れた。 

同議長は「問責決議や政治倫理審査会の開催等も議論していた

が、辞職してしまったら手の打ちようがない。辞職願が出れば止

めることはできない」と弁明したが、市民側からは「辞めて逃げ

得を許せば、議会への信頼は揺らぐ。百条委など対抗手段はある

はず。議長としての責務を果たせ」と迫った。（裏面に辞職議員

の不祥事についての詳報） 
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「市民オンブズあかし」準備会発足 
議員辞職問題を受けて 7月 29

日、明石における行政や議会を監

視する「市民オンブズ活動」を専

門的に担う「市民オンブズあか

し」の準備会が発足した。 

明石ではこれまで、政策提言市

民団体である「市民自治あかし」

が実質的に市民オンブズ的役割を

果たしてきたが、同団体は今秋に

も活動を終結する準備を続けてお

り、明石における市民オンブズ活

動が空白になるのを防ぐために発

足した。議員辞職問題でさっそく

寺井議長への申し入れを行った。 
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県立図書館も文化財登録の可能性を認める 県教委との協議で共通認識  
旧市立図書館問題で報告討論会  文化財登録へ向けて期待高まる 

明石公園の「双子の図書館」について旧市立図書館の活用をめざす会は 8月 2日、アスピア明石の市

民活動センターで「報告討論集会」を開き、32 名が参加する中で 3 月議会以降の動きを共有し、今後の

対応へ向けて議論を深めた。 

 この中で、6 月から 7 月にかけて文化庁の文化財登録

の可能性について県教委と折衝を重ねてきた結果、県

教委の文化財課は両図書館の基本設計者である建築家

の竹山清明氏も交えた 7月 27 日の意見交換で「10 年前

に改修した県立図書館は文化庁との細部にわたる詰め

は残すものの、登録文化財として指定される可能性は

ある」ことを双方で確認したことが報告された。 

 この結果、6 月市議会本会議で議員の質問に対する答

弁で政策局の山口部長が「両図書館の建物は文化庁に

登録基準の合致せず、文化財登録の可能性はない」と

全面否定したことが全くの誤りであることも明らかに

なり、今後市に答弁の撤回と訂正を求めていく方針。 

 また、市が 6月議会で説明し 8月 10 日締め切りでパブコメを募集中の新施設の基本設計修正案につい

ても、地下部分を残した「減築工法」にも大きな落とし穴があることや、国の補助金を得るためのアスピ

ア明石前の歩道整備計画にも大きな落とし穴があることも指摘され、今後市議会等にも訴えていくことが

明らかにされた。 

権勢振りまいてきた“大物議員” 

今後の市政諸課題にも影響は必至か  
 

最近の明石市議会では 2021 年にも、維新の会に所属して

いた新人議員が国民健康保険料６期分の滞納により市から議

員報酬の差し押さえ通知を受けていたことが判明し、「市民

からの負託を受けた議員としての自覚に欠ける行為であり市

議会の名誉を傷つけ、市民の信頼を著しく失墜させた」とし

て道義的、政治的責任を問われ、辞職勧告が決議されて議員

辞職している。その前には議員就任後に選挙違反に問われて

議員辞職した議員もいる。 
 ただ今回は、当選 5 期で 19 年余の大半を自民党系会派の

幹事長等を長年務め、正副議長の経験もある期数では 3位の

有力議員。前泉市長時代には後半、市長追及の先頭に立ち対

決姿勢を露わにしていたが、後継の丸谷市長には当初数カ月

は厳しい対応をしていたが、半年後には一緒に上京陳情する

など「与党的立場」を年々強めていた。 

 明石川の PFAS 汚染問題が表面化した 2023年 9 月には間髪

入れずに議会内の意思を取りまとめ、市長に「安全宣言」を

速やかに出すよう迫り、以来、市長は PFAS 問題で対応を求

める市民の声に頑として向き合わない姿勢を続けている。 

 スマートインタ設置計画や旧市立図書館跡地対応でも、議

会内の強力な推進者として理事者に影響力を発揮してきた。

今後の市政運営にも少なからず影響が及ぶのは必至だ。 

神戸市が発表した「不正行為」とは 
 神戸市は水道工事の指定登録業者で

ある「OMOTENASHI 産業千住組」

（明石市本町 2、代表取締役・千住啓

介）を 7 月 7 日付けで水道法 25 条等

に基づき、指定給水装置工事業者の指

定取り消しの処分を行った。 

 発表資料によると、2024 年 9 月、

同 11 月に神戸市兵庫区や長田区で市

の設計審査を受けずに工事を行い、市

から警告を受けていたにもかかわらず

2025 年 9 月にはまた別の 2 カ所で水

道メーターを通さず通水させる違法工

事を行った。 

 市は警告を受けた後に繰り返し違反

行為を行ったことや、条例違反行為が

4 件も確認されたことは「不正又は不

誠実な行為をする恐れがある」として

指定を取り消した。 

 会社登記によれば、2019 年に会社

が設立されており、明石市の上下水道

工事の指定業者に登録されている。水

道工事は工事開始時と完了時に届け出

を出さなければ違法工事になるために

“名義貸し”の疑いも出ている。 
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